


























* OGUMA Rie: お茶の水女子大学大学院博士後期課程．









































女9）.中級日本語学習者（以下，中級学習者）は， 日本語能力試験3級合格程度の 10名（男 3，女






のみの問題（以下，短音問題）が 15間ある．長音問題は 3拍と 4拍の日本語として可能な全ての


































く回答用紙例＞ I 1. ko ji なし
I 2. ma ma ma なし
3. 実験の分析結果
各レベルの人数が異なるため， レベノレ間の比較には1人あたりの平均を扱うことにする．統計










(max: 25) SD 
短音15間平均
(max: 9) SD 
合計60問平均






10. 35 (23%) 11.20 (25%) 5 .80 (13%) 9 .43 (21 %) 
7.02 6.60 5.44 6.88 
2.25 (15%) 0 .10 ( 1 %) 0.60 ( 4%) 1.30 ( 9%) 
2.10 0.30 0.66 1.81 
12.60 (21 %) 11. 30 (19%) 6 .40 (11 %) 10. 73 (18%) 
8 .16 6.45 5.68 7.63 


























誤答15間平均 2. 75 (18%) 2.60(17%) 1.40 ( 9%) 2.38 (16%) 
長音位置：
(max: 11) SD 3.02 2.54 2.11 2.75 
語末＞語頭＊＊＊
長 語末＞語中＋
二江田 語中 9問平均 1. 90 (21 %) 2.00 (22%) 1.20 (13%) 1. 75 (19%) 
位 (max: 5) SD 1.34 1.26 1.47 1.39 t検定
置 語末21開平均 5. 70 (27%) 6 .60 (31 %) 3.20(15弘） 5.30 (25%) 語末：初・中＞上＋
(max: 15) SD 4.39 4.39 3.06 4‘29 






初級20人 中級10人 上級10人 分散分析・多重比較
高高 9開平均 1.45 (16%) 1.80 (20%) 1. 20 (13%) 1.48 (16%) アクセント型：
(max: 4) SD 1.40 1.08 1. 33 1.32 低低＞
ア 高高・高低・低高＊＊＊＊
ク 抵抵12開平均 4.05 (34%) 4.50 (37%) 2.60 (22%) 3.80 (32%) 
セ (max: 9) SD 2.84 2.77 2.15 2.76 
ン 高低15問平均 3 .20 (21 %) 3 .40 (23%) 1.20 ( 8%) 2. 75 (18%) t検定
ト (max: 10) SD 2.77 2.91 1.66 2.79 高低：初・中＞上＊
型
低高 9問平均 1.65 (18%) 1.50 (17%) 0.80 ( 9%) 1.40 (16%) 
(max: 7) SD 2 .15 1.50 1.08 1.81 
+p<.10, *p<.OS, **p<.01, ***p<.OOS, ＊＊料p<.001.
表 5 長音の位置とアクセント型による誤答率（全員）
ア ク セ ン ト 型
ユ人二 体
両両 低低 高低 低高
語頭 16% 16% 16% 
位
語中 11% 32% 16% 19% 
置
語末 19% 32% 20% 25% 

























(max: 2) SD 
低高3問平均
(max: 2) SD 
高低低3開平均
(max: 2) SD 
低高高3問平均
(max: 2) SD 
低高低3問平均




0.35 (12%) 0.00 ( 0%) 0.00( 0%) 
0.57 0.00 0.00 
0.45 (15%) 0.00 ( 0%) 0.10( 3%) 
0.59 0.00 0.30 
0.55 (17%) 0.10( 3%) 0.20 ( 7%) 
0.67 0.30 0.40 
0.40 (13%) 0.00 ( 0%) 0.00 ( 0%) 
0.66 0.00 0.00 
0. 50 (17%) 0.00 ( 0%) 0.30(10%) 










0.18 ( 7%) 
0.49 
0. 33 (11 %) 
0.57 
高低





















の回答は短音問題数である 15問が正答となる． ところが，今回の実験で「なLJ の回答数は 1
人あたり平均で初級21，中級25，上級20であった．「なLJ の回答が増加している中級で，長
音問題の誤答傾向を調べた結果，誤答合計 112問のうち 9割以上を占める 103聞が，長音である
















4 パソコン・ソフト SoundEdit 16を用いた．母音の長さはフォルマントの測定ができる範囲とした．
刺激音声と母音長（単位ms）は，それぞれ「じろー が」［i:60, o: 147, a: 85］，「ひかぜー 」［i:12, a: 
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1. こーじ HLL 2.わがほ－ HLLL 3.まーまま LHHL 4. たまき HLL 
5. かきぴー LHHH 6. まーまま LHHH 7. よーひし LHHL 8. いーね LHH 
9. ままー LHH 10. たわー HLL 11. まーま HLL 12. てだい LHH 
13. だいお－ LHHL 14. せーばっ HLLL 15. ままま－ HLLL 16. ままー HLL 
17. すり HL 18. ままーま LHHH 19. にだーす LHLL 20. てき一 HLL 
21. くゆる LHL 2. まま LH 23. じろーが HLLL 24. ろぼー LHH 
25. ままー LHL 26. はいご HLL 27. ふぐーな LHHH 28. きそば LHL 
29. まままー LHHL 30. むすー LHL 31. つーやく HLLL 32. ままーま LHLL
3. ふーかく LHHH 34. ままま LHH 35. はーり LHH 36. ひかぜ－ LHLL 
37. まま HL 38. tf'ばiー LHL 39. むだーし LHHH 40. めぼし－ LHHL 
41. ままま HLL 42. たかび－ HLLL 43. そじ HL 4. すーかい LHHL
45. はらげ－ LHHH 46. ままーま HLLL 47. まままー LHLL 48. おか LH 
49. まーま LHH 50. まままー LHHH 51. まーまま HLLL 52. にら LH 
53. かしーだ LHLL 54. てーさい LHHH 5. ままま LHL 56. こふーな HLLL
57. こぶな LHH 58. ちーき HLL 59. ずつー LHH 60. みちすー LHLL
長音部分は「ー」で表記，英字はアクセント型 H：高 •L ：低．
